
お
ん

漢
字
の
形
と
音

・
意
味

番
　
名
前

（

め
あ
て
　
○
同
じ
部
分
で
同
じ
音
の
漢
字
を
正
し
く
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

○
部
首
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
。

回
同
じ
部
分
で
同
じ
音

１
　
教
科
書
Ｐ
３
６
を
見
て
、

ｏ
我

々
の
要
求

が
認
め
ら
れ
た
。

・
プ

ロ
野
球

の
リ
ー
ダ
戦
が
始
ま
る
。

・
け
が
人
は
、
無
事
に

救
助
さ
れ
た
。

２
　
教
科
書
Ｐ
３
６
の
問
題
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

①

・
文

（
れ

）

・
開

■

κ

）

・
（
稚
ス

　
）
物

列
車

回
同
じ
部
分
と
轟思
味

３
　
教
科
書
Ｐ
３
７
を
見
て
、

９

（靖

）

・
冷

（″
則

人

ぞ

）

人

嬌

）

「同
じ
部
分
で
同
じ
音
を
も

つ
漢
宇
」
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

天 年 v書

③

面 v定

共
通
す
る
部
分

（
二ｑ

読
み
方

（
Ｃ
イ
‐　
　
）

「同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
の
意
味
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

共
通
す
る
部
分

（
化

読
み
方

（　
力
一　
　
）

同
じ
部
分
を
も

つ
漢
字
は
、

が
あ
る
場
合
が
あ
る
。

代 人

Y石
⌒ 〈

雑

Yや

後蓬

○
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん

・
・

祠
Ｉ

侯

）
人

○
に
く
づ
き

・
・
・
元
は

（
ム因
　
）
で
、
（
株
ｒ

冽
Ｉ

脳

ｖ
（
腋

Ｙ
（
腸

ｖ
（

）
な
ど
の
意
味
を
表
す
漢
字
に
使
わ
れ
る
。

Ｉ

イ

Ｙ
（
ぞ

Ｙ
（
体

）

）
に
関
係
の
あ
る
漢
字
に
使
わ
れ
る
。

胃

Ｙ
（
看

）

上
の
文
の

（
が
本
　
）
・

形
に
着
目
す
る
と

（

水́

た
、
ど
れ
も

（
ｔｔ

ウ
／

こ
の
よ
う
に
、
同
じ

（

ば
か
り
で
な
く

（
ル名
ｒ
） （

イ

）
（
救

）
は
ヽ
漢
字
の

）
の
部
分
が
共
通
し
て
い
る
。
ま

）
と
読
む
。

派
Ｔ
術
″
　

）
を
も

つ
漢
字
は
、
形

・
も
共
通
す
る
場
合
が
あ
る
。

共
通
す
る
部
分

（
舶
【

読
み
方

（
）

″
７

　

）



４
　
教
科
書
Ｐ
３
７
の

○
う
か
ん
む
り

ｏ
ｏ
・

問
題
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

○
り

つ
と
う

・
ｏ
ｏ

５
　
こ
こ
ま
で
の
学
習
を
確
か
め
よ
う
．
★
こ
と
ば
の
き
ま
り
Ｐ
６
～
７

○
り
っ
し
ん
べ
ん

・
・

ど
ん
な
漢
字
に
使
わ
れ
る
？

だ
レ
の
脅
孫
ι
承
‘
．

【漢
字
の
例
】
カメ
　
″
へ

ど
ん
な
漢
字
に
使
わ
れ
る
？

．な

こ
承
レ
′
た
殊
ｔ
水
づ
。

ど
ん
な
漢
字
に
使
わ
れ
る
？

．チ
レ
η
久
殊
ｔ
ス
イ
ｃ

藻

芳

製

投

総

冶

石

ｆ

ｔ
″
易

夕
ぢ

貿

藻
字
の製

伏

情

僣

ｉ

ど
ん
な
漢
字
に
使
わ
れ
る
？

ィ
″
ぞ
グ
ｔす
多
レ
カ
外
ｔ
放
‘
。

【漢
字
の
例
】

倒
、

列

…
じ
フじ
ル
タ
ゲも
“
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漢
字
の
形
と
音

・
意
味
／
春
の
い
ぶ
き

聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う
／
漢
字
の
広
場

'=R、ラ高d

●
同
じ
部
分
て
同
じ
音
の
漢
字
を
、
正
し
く
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し

よ
う
。
ま
た
、
部
首
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

―
―
…
…
・…
…
…
‐・ｔ・”Ｌ，・‐・‥
Ｈｉ
ｌ
ｉ
ｌ
‥
…
…
を
み
短

占
小

光(6上)び

∴〉

同
じ
部
分
で
同
じ
音
を
も
つ
漢
字
や
、
同
じ
部
分

の
意
味
を
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
。

′

同
じ
部
分
で
同
じ
音

①
花―目鼎

′

次
の
漢
字
と
、
同
じ
部
分
で
同
じ
説
の
漢
字
を
、
■
‐
・・
…
か
ら
選
ん
で
回

に
書
き
、
（　
）
に
音
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
巧
５
占〔霜
）

）　　　　　　　　　⌒ち
ょ
う
）

②
帳‐田田

（せ
き
）

③
績止目
旧

④

一
積
　
・

買
　
“

測
　
・

秋
　
・

張
　
・

貨

一

口う
漢
字
を
、
一
一か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

①
定規で円の高山閥］をはかる。

②
レストランを開嗣岬営する。

Ｊ
　
同
じ
部
分
を
も
つ
漢
字
の
欠
け
て
い
る
部
分
を
、
●
Ｉ
か
ら
選
ん
で
、

国
に
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
５
占（翁
）

①

舜

臭

国

手

る
Ｆ

之

園

な
道
を
々
けヽ
亀

米
ｉ
ゴ
型
　
セ
イ

′

同
じ
部
分
と
意
味

〈部
首
名
〉
　
　
　
　
〈意
味
〉

（さ
ん
ず

い
）
…
も
と
は

「水
」
で
、
川
や

液
体
な
ど
水
に
関
係
の
あ
る
漢
字
に

回 回
な
ど

（ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
）
…
「行
く
」
「道
」
な

ど
の
意
味
を
表
す
漢
字
に
使
わ
れ
る
。

※
共
通
す
る
部
首
を
も
つ
漢
字
は
、

意
味
？
？
え
で

つ
な
が
り
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・る
ム繹♂
:崚贅

言
て
い

②

か

貝11

倶1

麺言

―
常
ヶ回
警
嘲
貧

水
に
関
係
す
る
意
味
。

体
に
関
係
す
る
意
味
。

衣
類
に
関
係
す
る
意
味
。

越
の
は
た
ら
き
に
関
係
す
る
意
味
。

「行
く
Ｌ
道
」
な
ど
の
意
味
。

い
ろ
い
ろ
な
部
首
の
意
味
を
調
べ
て

一

つ
５

点

（
Ю

）

7 (o -Y)tt

〈同
じ
部
分
〉

〈同
じ
南
〉

年

目
劇

…
セ
イ

③
固
警
セ
ー
‐天矮
口
回
１
。

一　

　

■
ィ
可
　
　
　
・
　
　
　
、
フ
Ｔ

　
　
　
・
　
　
　
″
Ｄ
ｌ
　
　
　
・
　
　
　
ュ
一一口

　

　

一

一
　

‘
１
　
　
。
　
　
さ
ノ
　
　
．　
　
Ｅ
騨
　
　
‘
　
　
珠
■

　

一

次
の
部
首
の
表
す
意
味
を
下
か
ら
選
ん
で
、
―
―
で
つ
な
ざ
ま
し
ょ
う
。

一
つ
５

占
パ

２０

〕

①

ネ

②

↑

③

イ

④

ぐ／漢
字
辞
典
を
使
っ
て
、

み
ま
し
よ
う
。

勉強 した日

蛉
爾

魏

癬

2肇.し。た。■___.』___...ttI

□
天

因 匡 区́

圏 圏 図

国
十
日

十

医

歴

医

匿

医

麗
移

使
わ
れ
る


